
四
月
定
例
会

Noh Kyogen

KANZE KYUKOHKAI

10 April.2022(sun) 

Yarai Noh Stage

か
ん
ぜ
き
ゅ
う
こ
う
か
い

観
世
九
皐
会

【第1部】 12：30開演(12：00開場) 
 14：15終演予定

 ─客席入れ替え─

【第2部】 15：30開演(15：00開場)
 17：40終演予定

令和4年4月10日 （日） 
於 矢来能楽堂

主催：公益社団法人 観世九皐会

感染予防にご協力をお願いいたします。
ご来場の際のお願い

●体調不良の方は、当日でもご来場をお控え下さい。
●ご入場の際は必ずマスクをご着用ください。
●入口にて手指のアルコール消毒と検温にご協力下さい。
● 37.5℃以上の発熱がある方は入場をお断りさせていただきます。

(上記にご協力いただけない方には、ご入場をお断りいたします。)
●上記にて入場不可となった方へは、ご事情を伺った上で、払い戻しをさせてい
ただきます。チケットを半券ともにご保管の上、ご連絡下さい。

会場内でのお願いなど
●喫茶室は閉室しております。場内でのお食事はご遠慮下さい。
●場内のウォーターサーバーは、使用停止とさせていただきます。
●水分補給のためのお飲み物は、ご持参ください。
●換気のため、お席によっては空調が強く当たるところがございます。
ご自身にて上掛け等をご持参ください。

●出演者へのご面会、お差し入れは当面の間、ご遠慮ください。

●矢来能楽堂のお手洗いは数が大変に限られております。なるべくご来場前に
お済ませ頂き、ご利用の際は間隔をあけてお並びください。

上演にあたってなど
●上演中も、マスクの着用をお願いいたします。
●舞台上も出演者の感染予防対策を講じた形式での上演とさせていただきます。
●公演の前後および休憩中には外気を入れ、会場内の換気をいたします。
●場内換気のため、上演中もロビーとの扉は開けさせていただきます。
● 1部、2部とも続けてご覧になる方も、一旦退館をお願いいたします。
●万一、来館者ならびに出演者・スタッフに感染が疑われる者が後日、発生した際
は、所轄の保健所へご来場者様情報を提出させていただく場合がございます。

このほか、矢来能楽堂ホームページにて、「矢来能楽堂における感染予防措
置」をご確認の上ご来場ください。
皆様の健康と安全を第一に考えて実施したしております。
ご不便をおかけすることもございますが、何卒ご理解、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

矢来能楽堂・公益社団法人　観世九皐会

【お申込み・お問合せ】
矢来能楽堂・観世九皐会
電話： 03-3268-7311  FAX： 03-5261-2980
メール： yarai＠eos.ocn.ne.jp
http://yarai-nohgakudo.com/

カンフェティチケットセンター
（WEB予約後セブンイレブンで発券）
電話： 0120-240-540

〔注意事項〕
●記載の演目・演者等はやむを得ない都合により変更になる場合がございます。
●許可のない録音・撮影は一切禁止です。
●携帯電話は電源からお切りください。
●演能やほかのお客様の迷惑となる行為はご遠慮願います。
場合によっては退場していただくことがございます。

能・狂言

全指定席（各部）
正面席 5,500円／脇正面・中正面席 4,400円
学生券(脇正面・中正面) 2,200円
1部2部通しセット（脇正面・中正面のみ）7,800円

※学生券は26歳未満（要学生証）
　未就学児入場不可

矢来能楽堂のみ取扱い

表紙写真「三光尉」撮影：青木信二

※第2部のみ前年と開演時間が変更となります。ご注意ください。

162-0805 東京都新宿区矢来町60

新型コロナウイルスの感染状況や行政機関などに
よる指示、各種ガイドラインの変更・更新等に伴い、
内容に変更がでる場合がございます。最新情報は
矢来能楽堂ホームページや公式ツイッターなどでも
随時お知らせいたしますので、ご来館時などには
必ずご確認いただきますようお願いいたします。
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日
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光
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瓦
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植
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